
【当アイテムの特徴】
〇身近に防災を感じられるような、かわいい絵柄
〇3つのルールで大人から小さな子供まで楽しめるゲーム性
〇防災グッズを家に備えるというシンプルなミッションで、
防災意識のきっかけを作れる

〇ボードゲームイベントの主催者が開発

【仕様】
〇本格ボードゲームルール ２～４名 小学３年生以上推奨
〇小学生に人気の指差しルール ３～5名 小学１年生以上推奨
〇数字が読めればできる神経衰弱ルール ２～８名 ４歳以上推奨
※上記３ルールが１つのパッケージで遊べます

【内容物】
家カード １６枚
防災グッズカード ４８枚
説明書 ２枚



全年齢をカバーした３つのルールで

防災意識の「はじめの一歩」を目指しました

すべてを１つに詰め込むことは不可能です。
これまでの教育系ボードゲームは情報を正確にたくさん詰め込むこ
とを意識しすぎた結果、複雑で冗長になり、リプレイ意欲に欠ける
作品が多かったという印象があります。
私たちは、このゲーム内の情報を「自宅に備える防災グッズ」に絞
りこみました。
自宅の備え。それが防災の第一歩であると思うからです。



防災グッズが可愛く、身近に。

ポータブル充電器×亀

防災アルミシート×ライオン

携帯トイレ×象

雨具×てるてるぼうず 防災リュック×カンガルー

ビニール袋×怪獣

保存食×ネコ

手回し発電機×イヌ

マスク＆ガーゼ×ウサギ

懐中電灯×クラゲ

乾電池×メンダコ

携帯ラジオ×魚

災害の源 ヒーローは
やっぱり消防士！



３つのルールで全年齢対応

大人でも遊べる
頭脳戦ルール

子供たちに人気の
指差しバッティングルール

数字が読めれば遊べる
神経衰弱ルール



このゲームにはハウスカードと
グッズカードがあります



ハウスカードの表には、
その家が備えなくてはいけないグッズが描かれています



グッズカードの表には、
家に備えるべき防災グッズが描かれています

各カードにはそれぞれ固有の防災うんちくが
書かれており、豆知識も盛りだくさん



ハウスの足りないグッズを集めるのが、共通のミッション！
３つのルールでグッズ集めを楽しみながら知識がつきます



多治見市後援で
完成お披露目イベント
70名が集まりました

2024・1・14 ヤマカまなびパーク



岐阜新聞（2024/2/25朝刊）
でも取り上げていただきました。



参考資料・説明書





【どんなルール？】

指を指してカードを獲るだけ！
だけど、他のプレイヤーと指名がかぶるとどっちも獲れなくなる
から注意して。防災グッズカードと家カードを集め、たくさんの家
に防災グッズを備えましょう。

【使用カード】

基本のカードから、「しょうぼうし」と「さいがい」のカードを
抜いてください。
家カード１６枚、防災グッズカード4４枚を使用します。

３人～5人で遊べます。

【ゲームの準備】

家カードを人数に応じてランダムで配ります。
余った家カードは使用しません。

３人プレイ⇒１人５枚（１枚あまる）
４人プレイ⇒１人４枚
５人プレイ⇒１人３枚（１枚あまる）

防災グッズカードは、中央に人数より１枚少ない
枚数を、おいてください。残ったカードは山札にし
ます。

３人プレイ⇒中央に２枚
４人プレイ⇒中央に３枚
５人プレイ⇒中央に４枚

【開始時の展開図（４人の場合）】

～指さしルール～

【特殊なカード】
～オールマイティの７

オールマイティの７（ぼう
さいリュック）はどの数字
にもなるすばらしいグッ
ズです。
このカードを手に入れる
と、1～11の内、好きな
グッズとして扱うことが
できます。

３ カード獲得の移動が終わったら、次のプレイに移る前に、カードの補充をします。

これらのプレイヤーは指
名カードがかぶっている
ので、指したカードを獲
得できません

２ ① 指したプレイヤーが１人だけの場合：
指したプレイヤーがそのグッズカードを獲得できます。

② 同じカードを指したプレイヤーが複数いた場合、何も得られません。

【手番の進め方】

１ 「いっせーの！」の掛け声で、全員が「指さし」を行う。

カードの補充：山札から１枚ずつ、「人数より１枚少
ない枚数」分をめくり、並べます。
その際、前のラウンドのカードが残っている場合
はその上に重ねてください。

獲得したカードは、同じ数字を持つ家カードの下
に並べてください。

ただし、どこの家カードにも必要とされていな
かったカードは、余ったグッズカードになってしま
い、もうプレイに使いません。脇に置いておきま
しょう。

このプレイヤーは指した
カードを獲得します

これらのプレイヤーは
指名カードがかぶって
いるので、指したカー
ドを獲得できません

前のラウンド
でなくなった
箇所は１枚目
からになりま
す

4 再度「いっせーの！」の掛け声で、全員が「指差し」を行う。

このプレイヤーは指したカー
ドを２枚とも獲得します

そのあとプレイは２に戻り、以降それを繰り返しま
す。

【ゲームの終了】

山札のカードがなくなった次のラウンドが終わり次第、ゲームは終了
となり、ただちに得点計算を行います。
この時、家カードと合わせる防災グッズカードの組み合わせを変える
ことができます。
もしくは、すべての家にグッズの配置を完成したプレイヤーが出たら
その時点でも終了になります。

グッズが３つ備えられた家 ⇒ ５点
グッズが２つ備えられた家 ⇒ ２点
グッズが１つ備えられた家 ⇒ １点
グッズが１つも備えられていない家 ⇒0点
※７のカードはどの数字にもなります。

余ったグッズカードについては、
得点にはなりません。マイナス点にもなりません。

家カードの求め
るグッズカード
を満たしている
状態（５点）

合計を計算し、総獲得点数の多いプレイヤーが勝利と
なります。

前のラウンド
のカードが
残っている場
合、カードが
増える

【遊び方】

このルールは順番はありません。一斉にプレイします。
全員で欲しいカードを同時に指差し、グッズカードを集めて自分の持ち家カードに装備しましょう。

ただし、グッズカードを手に入れることができるのは、指したプレイヤーが１名だった時だけです。
同じカードを指名したプレイヤーが他にいた場合、お互いに１枚ももらえなくなります。
場に残ってしまったカードは、キャリーオーバーします。

自分の家カードと、場のグッズカードを見て、欲しいカードを狙っていきます。
詳しいやり方は右の【手番の進め方】を参照し、実際に遊んでみましょう。



２人～８人で遊べます。

【どんなルール？】

「神経衰弱」に近いルールの、記憶が重要なゲームです。
防災グッズカードを集めて、家に足りない防災グッズを集めましょう！

【使用カード】

基本のカードから、「しょうぼうし」と「さいがい」のカードを
抜いてください。
家カード１６枚、防災グッズカード4４枚を使用します。

【ゲームの準備】

家カードを１人２枚ランダムで配ります。
余った家カードは使用しません。

防災グッズカードは、裏返しにして、
よくシャッフルし、テーブルの上に並べます。

すべてのカードは重ならず、
見えるように置きます。

【開始時の展開図（３人の場合）】

【遊び方】

プレイヤーは１回の手番で３つ防災グッズ
を集めきることが目的になります。

最初に２回成功したプレイヤーが勝利です。
（最初に配られた２枚の家カードを完成さ
せたプレイヤーがが勝利します）

スタートプレイヤーが最初の手番になりま
す。プレイは時計回りに進めます。

自分の順番になったときにすることは、伏
せられたカードを１枚ずつめくることです。

各家カードには３つの「足りない」グッズが
あります。１回の手番で、３枚の足りない
グッズを集めましょう。

一度でも不必要なグッズをめくってしまっ
た場合、次のプレイヤーに手番が移ります。

右図の【手番の進め方】を参考に、ゲーム
をやってみましょう。

【特殊なカード】
～オールマイティの７

オールマイティの７（ぼう
さいリュック）はどの数字
にもなるすばらしいグッ
ズです。
このカードがめくれると、
1～11の内、好きなグッ
ズとして扱うことができ
ます。

１セット完成！２セットとも揃えたら
勝利だ！ ２位まで決まったら
３位以下は続けずに、
もう１回最初から遊ぼう

手持ちの家カードの中にめくったグッズが
あるかないか？
（数字が一致するカードがあるか？）

【手番の進め方】

グッズカードの
１枚目をめくる

ない

全プレイヤーを含めて
そのグッズが欲しい家カードが
存在しているか？

ない

ある

そのグッズカードをゲームか
ら外して捨て札とする

次のプレイヤーの手
番

グッズカードの
２枚目をめくる

ある

１枚目でグッズを得た家カードの中に、
めくったグッズがあるかないか？
１枚目が当てはまらなかった家カードに
ついては無視すること

ある

ない

グッズカードの
３枚目をめくる

残り１つのグッズと一致しているか？

ない

ある

～神経衰弱ルール～

【ゲームの終了】

はじめに２セット完成させたプレイヤーが、優勝となります。
２位まで決まったら終了し、次のプレイに進めることをおすすめします。
オールマイティの「７」を使わないで遊ぶと難しくなってより、
面白いかもしれないぞ。いろいろなルールを考えて遊んでみよう
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